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食品衛生法第２６条第３項に基づく検査命令の実施について

標記については、平成19年3月30日付け食安輸発第0330001号（最終改正：平成19

年10月12日付け食安輸発第1012001号）により実施しているところですが、ブラジ

ル産とうもろこし（粉を含む。甘味種を除く ）の試験品採取の方法について下記。

のとおり変更し、同通知の別表１を別添のとおり改めますので、御了知の上、関係

営業者への周知方よろしくお願いします。

記

新 旧

（１）容器包装に入れられたものについては、 別表３によること。

別表３によること。 ただし、コンテナによるバルク形態で輸入さ

（２）本船にバルク形態で積載されたものにつ れる食品については、ロットを代表する任意

いては、次のとおりとする。 の１コンテナ内の上部、中部、下部の計１５

①ハッチにおいてサンプリングを行う場合、上 か所から計１０ 以上を採取したものを縮分kg
部、中部、下部の各層において１５ヵ所から計 して１ 、１検体とすること。kg
１０ 以上を採取したものを縮分して１ とkg kg
し、それぞれ１検体（合計３検体）とする。

（ 「 」 。）②サイロ又はハシケ 以下 サイロ等 という

においてサンプリングを行う場合には、ハッチ

の上部、中部、下部を搬入するサイロ等のうち

それぞれの任意の１サイロ等において、搬入す

る直前において適正な時間的間隔を持って１５

回計１０ 以上を採取したものを縮分して１kg
とし、それぞれ１検体とする。kg

③コンテナにバルク形態で輸入される食品につ

いては、任意の１コンテナ内の上部、中部、下

部の計１５か所から計１０ 以上を採取したもkg
のを縮分して１ 、１検体とすること。kg


